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令和 4 年度 第 4 回 豊能町地域公共交通会議 議事録 

 

日 時：令和 5 年 3 月 24 日（金）午前 10 時 00 分から 12 時 00 分まで 

会 場：豊能町役場吉川支所 2 階会議室 

出席者：委員 13 名、事務局 4 名 

（詳細は別紙「令和 4 年度第 4 回会議出席者名簿」のとおり） 

傍聴者：3 名 

 

１．開会 

 午前 10 時に開会した。 

 

２．《協議》豊能町地域公共交通計画について 

(１)以下の事項について事務局より説明があった。 

①豊能町地域公共交通計画（たたき案） 

(２)主な質疑・意見 

〔委員〕 阪急バス妙見口能勢線は、能勢町で別モードに転換する議論が進んでい

るが、路線の設定経緯や役割等の情報提供をいただきたい。 

〔委員〕 当該路線は、能勢町の要請により運行している。豊能町内区間は、箕面

森町出張所から妙見口駅への回送車両を実車運行としている。 

〔委員〕 情報を精査しつつ、バス路線ネットワークの検討を要する。 

〔委員〕 鉄道とバスの運賃比較は、運賃体系が異なることから適切でない。 

〔委員〕 AI オンデマンド交通（HANI+）の今後の運賃等はどのように考えるか。 

〔事務局〕 今年度及び来年度の実証運行を踏まえて検討する。 

〔委員〕 課題で、DX と GX を一体的に扱う理由は何か。 

〔事務局〕 豊能町まちづくり総合計画の記載を踏まえている。 

〔委員〕 地域公共交通の情報発信に課題があることが分かったことから、基本方

針等で明確に設定いただきたい。 

〔委員〕 施策イメージで加筆いただきたい。 

〔委員〕 地域公共交通ネットワークについて、町西部では、能勢電鉄を基軸とし

た階層性があるが、町東部では幹線的路線の設定が難しい。アンケート

では、買物、病院、通勤等で移動の方向が異なる。 

〔委員〕 将来的には、いずれのバス路線を維持するか町として判断を迫られる可

能性がある。 

〔委員〕 交通空白地の定義について検討いただきたい。 

〔委員〕 交通空白地を解消自体に意味があるのではなく、生活における移動で困

ることが何かを考えていきたい。 

・以上、質疑応答の後、本事項にかかる異議の確認で、一同異議なしとなった。 

 

３．《報告》豊能町デマンドタクシー事業の暫定運行の延長について 

(１)以下の事項について事務局より説明があった。 

①豊能町地域公共交通計画（たたき案） 

(２)主な質疑・意見 

・質疑・意見はなく、手続きを進めるよう会長より指示があった。 
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４．《報告》豊能町 AI オンデマンド交通の実証実験について 

(１)表記の事項について事務局より説明があった。 

(２)主な質疑・意見 

〔委員〕 概ね問題なく運行できたものと考える。 

〔委員〕 今回の実証運行では、技術的に運行が可能と実証された。今後は、事業

性を踏まえた運賃設定等の検討が必要と考える。 

〔委員〕 今後のスケジュールを教えていただきたい。 

〔事務局〕 令和 5 年秋頃に 2 回目の実証運行を運賃有償にて予定する。令和 6 年度

には、本格運行とすべく進めている。 

〔委員〕 令和 5 年度以降の国庫補助等は、確定しているのか。 

〔事務局〕 補助等は確定しておらず、今後検討する。 

〔委員〕 「豊能町 AI オンデマンド交通実証実験協議会」には財布があるか。 

〔事務局〕 当該協議会では、財布があり、大阪府、豊能町、阪急バス等が補助金・

負担金を繰り入れて実証運行を実施している。 

〔委員〕 中学生の協力による利用方法説明会は、どのような経緯で実現したか。 

〔事務局〕 昨年度の中学生による高齢者等向けのスマホ教室の実績を踏まえ、中学

校側からの提案があり実現した。 

〔委員〕 時間帯別乗車人員は実証運行前のシミュレーションと違いがあったか。 

〔事務局〕 シミュレーションでは、8～9 時台と 16～17 時台にピークがあったとこ

ろ、実際には 10～11 時台と 16～17 時台にピークが発生した。 

〔委員〕 非効率な運行経路により、遠回りの運行になったという声を聞いた。 

〔委員〕 AI 配車の最適化には、1 万件程度のデータによる AI の学習を要する。今

回の実証運行では、利用者数が学習に不十分であったことから、AI によ

る効率化が進むのはもう少し後ではないか。 

〔委員〕 ミーティングポイントで知り合いとあった際には、予約がなくても利用

できないか。 

〔委員〕 予約なしの利用の場合は、保険適用外となるのではないか。 

〔事務局〕 予約なしの利用があった場合、他の予約者への影響が予測されることか

ら、今回は予約者の利用に限定している。 

〔委員〕 事業者は人手不足が進んでおり、地域を知らなくても運行できる仕組み

となったのは一つの成果といえる。 

〔委員〕 AI は利用が進むにつれて利便性が向上する。完璧なものを所与とした利

用では地域公共交通の維持は難しい。少しでも何かあれば事業者に文句

を言うのではなく、共に成長するものになればと思う。 

 

【２】その他 

・特になし 

 

〇閉会 

(１)午前 12 時に閉会した。 


